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オンプレミス高精度RAGシステムの
ChatBridORを⽤いて：
・国家機密レベルの重要な情報
・特に秘密の種類、その運⽤、罰則
規定等について難解な原文を⼀般隊
員向けに簡潔に正確に平易に伝える

・オンラインLLM版よりも高速応答
・既存のPDFから知識構造を推定
 し、8B量子化LLMで高精度を実現
・構造の乱れたPDFから画像経由等によ
り知識の階層構造を復元
・完全ノーコードで初心者でも快適
 に知識デバッグ
・テスト⽤Q&A集を⾃動⽣成

・⼀般隊員の疑問が桁違いに速く、
365⽇、24時間、いつでも解消
・不⾜しているナレッジをビジュアル
に素早く特定し随時文書を改訂可能に
・複数文書にまたがるナレッジを結び
付けて質問に回答
・今後、位置情報他のベクトル数値等
のミッション・クリティカルな情報活
⽤にも対応

国家機密レベルのナレッジを
高精度に運⽤するRAGシステム

 高性能RAGエンジン ChatBridOR
導入事例 by メタデータ株式会社

概要

膨⼤なナレッジの高効率運⽤を⽬指して

現在、主⼒となっている⽣成AIの多くはクラウド
サービスとなっている。インターネット上の膨⼤

な情報をベースにできることから、汎⽤性の高い

回答を得るには有利だが、⾃分たちの組織内だけ

で完結させたい機密情報の取り扱いをするにはセ

キュリティ上の不安がある。今回、国家機密レベ

ルの重要な情報を多く扱う航空⾃衛隊 横⽥基地 に
おける⽣成AI活⽤を例にセキュアなRAG(検索拡張
⽣成)によるPoCを実施した。ノーコードの高精度
RAG製品ChatBridORを活⽤して、ローカル環境で
実施したPoCの概要および評価結果について関係
者に話を聞いた。

− 横⽥基地の概要や役割をお教えください。
 

1等空佐中村⼤介氏 航空⾃衛隊 横⽥基地には、
⽇本の空を守るという任務を担う航空総隊司令官

と、その司令官の⼿⾜となって任務を遂⾏する航

空総隊司令部という組織があります。私の所属す

る作戦システム運⽤隊という部隊は、その航空総

隊司令部を運⽤、システム、基地運営といった⾯

から支える役割を担っています。

航空⾃衛隊  横⽥基地様

 （裏⾯へ続く）
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− 今回の⽣成AIの実証実験に至った背景および、
解決したい業務課題についてお聞かせください。

1等空佐中村⼤介氏 業務の省人化, 効率化を進める
にあたり、AIを活⽤するというのは、⼀般的な趨勢
だと思っています。また、我々も⾏政組織のひとつ

として、様々なルールに則っ て業務を進めなけれ
ばなりません 。業務の省人化・効率化のため、調
べたいもの をすぐに、かつ、正確に回答してくれ
る、そして、様々なナレッジを上⼿に活⽤ できる
仕組みが欲しいということで、それをRAGシステム
で実現できないかと考えました 。ただ、我々はそ
の性質上、機微な情報を取り扱いますので、導入す

る AIはオンプレミス環境での運⽤というのが前提
条件と考えていました。そのタイミングでメタデー

タ社ChatBridORによる完全オンプレミスRAGシス
テムを知り2024年度PoCを実施しました。

オンプレミス環境でのAI構築に最先端技術を投入

メタデータ野村 今回、横⽥基地でのPoCに使⽤し
たのはメタデータの『ChatBrid』 というノーコード
RAG構築システムになります 。RAGの心臓部であ
るベクトルストレージ周りは弊社が開発したもので

複合語分解アルゴリズムや辞書の⼯夫で⽇本語 に
対して高い精度を発揮できるのが特長です。さらに

⾃社特許の『データセットプロンプト』により、質

問のジャンルに応じた影プロンプトに⾃動的に切り

替わるテクノロジーを採⽤しています。

ChatBridは独⾃に開発されたエンジンを随所に持つ
ことで「早い(ハイレスポン ス)、安い(ローコス
ト)、美味い (高精度)」を実現しているRAGです 。
データを必要⼗分なものに厳選し、必要⼗分量(1万
数千文字程度)の影プロンプトをLLMへ送ることで
レスポンスを向上させることが可能 。ChatBrid全体
がAPIとしても動作するため、フロントエンドに既
存のチャットツール などの外部システムも利⽤可
能なため無駄なシステム投資がありません。

Chatの回答に不満⾜、不明点あるときなど、その根
拠となる知識レコード中の どの言葉や意味が原因
となっているか、また、そもそも質問への回答を作

るための根拠が既存マニュアル群には存在しないこ

とさえもビジュアルに⼀⽬で分かる強⼒な説明機能

があります。これにより、そもそも質問への回答を

作るための根拠が既存マニュアル群には存在しない

ことさえも秒単位で把握可能。このように、知識デ

バッグが迅速に確実に⾏えるのも⼤きな特長です。

知識構築の際に、データセットプロンプトに説明

を加えるべき頻出専⾨⽤語 を浮かび上がらせるワ
ードクラウドや、知識レコードを⼩さめのサイズ

に抑えつつ知識体系全体における位置づけを明⽰

してLLMに伝える⾃動文脈補完機能も高精度化に
寄与しています。

 今回のPoCでは、従来8BクラスのLLMでは理解
不能となりがちだった複雑かつ乱れたPDF内容に
ついて、たとえば、必要な改⾏コードと不要な改

⾏コード を⾃動的に認識、識別して、知識の階層
構造を復元する前処理ツールも数種類追加してい

ます。出⼒された回答の妥当性を詳細に採点し、

減点理由、改善ポイントを指摘できる ChatBrid
Dualも活⽤して、評価効率の5〜10倍に⼤幅向上
するとともに、評価の均質性、評価の精度をも向

上させられることをPoCの中で⽰すことができま
した 。

超セキュアな環境にRAGが導入可能なことを証明

1等空佐中村⼤介氏 実際にプロンプトを投げか
けて、きちんとした回答が返ってくることが分か

りとても安心しました。ストレスなく使⽤できた

という印象があります。 やってみないとわからな
い、触ってみないとわからない、ということは多

くありますので、5ジャンルの規則をナレッジと
した今回のPoCの中で、多くの隊員(100人近い防
衛省各部署から体験会に参加)が実際に体験できた
ということが⼀番の成果であると感じています。

システムの整備を担当するのは上級の部署であ

り、我々はユーザーの立場です 。このため、今回
のPoCの成果を踏まえ、上級の部署等に必要なシ
ステム整備の要望を訴えていくことになります 。
上級の部署に、必要なシステムの整備を迅速に⾏

ってもらうために、今回のPoCの成果をしっかり
と報告していきたいと思っています。

メタデータ野村 ⽇本の中でもトップクラスにセ

キュリティが厳しい組織ですから、そこで使わ れ
るドキュメントを⽤いて、RAGを構築し、プロン
プトに対して正確な回答がで きるのか⼤変なチャ
レンジだと思いました 。精度の高い回答が得られ
なければ人命が左右しかねない中でのシステム運

⽤を探るという、貴重な体験ができました 。航空
⾃衛隊のみなさまには本当に感謝しております。


